
肢体障碍大事生の障碍部位別による体育活動興味調査研究

1 . 緒言

教育の目的は望まれる人間形成K畠るa よヲて体育も身体

活動を通ずる教育であるかぎ b、身体活動の潜在的可能性を

最大限陀発揮させてとそ人聞を望まし〈形成宮せる重要左努

力左のである a

然し‘とん左体育活動の肢体障碍学生達は、身体的欠陥の

為陀機能が劣等で協応，調整及び統制力が欠如しτhるだけ

ではま<.とんま身体的障害が情緒面陀も重積深化され安定

性を欠いてh るので、体育活動の必要性は正常学生達よ bず

っと多〈強調吉れまければまら在11>.

2 .目的

本研究は肢体障碍大学生達に対するもので.障碍部位別に

分類してあらわれた体育活動 K対する実態を調査するとと陀

よって、彼遥の潜在的能力を目ざまさせるととが出来る方案

を模索し、障碍大学生達。体育指導プログラム開発陀役立つ

資料を提供するのにその目的とする.

3.方 法

。調査対象集団， 肢体障碍者全国大学生体育大会参加者

180名中 175名傍 122名 女53名〕

。調査方法; 質問紙法

。調査時期 7月12 日 ~7月 14 日( 3日間〕

4 .結果及び考案

肢体障碍大学生の障碍部位別体育活動及び興味度陀対する

調査結果、次のようま結果を得たn

。障碍別分類; 対象集団 175名中、単下肢癒薄が 88名

(50.3% )で一番多かったし、両下肢椋癖 37名 (21.2%1，

単上肢椋捧 31名 (17.7%)，偏篠捧 19名 00.8%)の順陀

曇らわれたー

。自身が平素好む運動種目は?

単下肢椋算。場合は、質問紙の 42個運動種目中

卓球 (23)，平行棒(16)，野球(1)，パトミントン (9).排球

(61，篭球(6) 登山 (5)，水泳ω，テニヌ(3)，蹴球(2)"・・・等の

願で、両下肢癒庫の場合は、卓球(I3)，射撃(6)，平行棒(4)，

弓道(4)，撞球(4)，鉄棒(4)願で単上肢啄揮の場合は、卓球(7)，

舞踊(5)，ポーリン{心，射撃(4)，バトミント ;/(4).撞球(4)の煩

で偏癒癖の場合は、卓球(5)，まわとび(4)，ソフトポール(3)

等の種目を選ぶとと陀あらわれた。

o自身の実施可能ま種目は?
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単下肢癒庫の場合は、卓球 (54)，排球 (44)，投砲丸 (42)， 

バドミントン (34)，鏡球 (29)，蹴球 (25)，鉄俸 (23)，射撃(22)

登山 (22)，まわとび其の他の種目を選定したし、両下肢麻揮

の場合は卓球 (211，射撃(7)，弓道(I3)，鉄棒(9)，平行棒(叫

願?単上肢癒痔の場合は、卓球(I3)，排球(ω ，舞踊(6)，籍球

(6) ，登山(5)，ソフトポ ノレ(5)，射撃(6)，バ Fミントン(6)等で

偏棟癖の場合は、卓球(6)，排球(4)，射撃ゆ，パドミ y トン(3)

種目順であった。

。自身が一番して見たh種目は?

単下肢麻薄。場合は、水泳 (22)，テニス (4) ，乗馬(10)， 

スケート (8)，篭球(7)，排球(7)，水上スキー(内，ハングライダー

(6)，ゴル 7等で両下肢持軍痔の場合は、射撃(9)，水泳(6)，弓道

(6)，乗馬(6)，スキー(4)，スケート (4)等で、単上肢癒痔の場合

は、乗馬(9)，水泳(6)，ゴル 7(5)，水上スキー(3)，射撃(3)，舞

踊等で偏麻捧の場合は、水泳!4l， :/フトポール(3)，テニ .:<(3)

射撃{沿，ハングライター，ラ F ピ 等の種目 Kあらわれた.

。本人の lBcZ:>運動蒋間は?

など空 単下 両 挙上 偏 計

30分程度 46 26 21 12 105 (ω.0】

l時陣メ上 24 6 6 4 40(22.9) 

2時間以上 10 3 4 3 20(11.4) 

3時間以上 8 2 10 ( 5.7) 

L一君! 88 37 31 19 175 ( 1∞〕

5.結言

肢体障碍大学生達。障碍部位別K効果的ま体育指導プログ

ラム開発K役立つ資料を得ょうと分析検討した結果を選 bま

とめて見ると、次のよう左結論を得られるとと Kまった。

1.身体が自由でま h肢体障碍学生達は活動し上うとする

慾望を正常学生遥よ b強烈まものとして見られる事が出来る。

2 .障碍学生達は平素好んでする運動種目は、障碍部位陀

依る彼達の体格条件を考慮して、毎日 30J子程度運動を実施

しているとととあらわれた白

3.障碍大学生達がみずから実施可能左種目陀選んだもの

の中陀は、実施するのに不適合まものと考えられる種目が多

少あ bましたが、それは障碍大学生遠心運動に対する慾求が

自ずから一般学生とは全然変ったと ζるがまいのを曇らわす

強烈在意志を見られるので、体育授業の時閣陀積極参与する

ようにするのが望しいと言えよう。

4 .障碍大学生連θ一番~!Jたい種目は、彼達の体格条件

では遂行しに<11>種目 K対する強烈ま反応を曇らわしてh る

ので次後とれK対する特別企施設，器具，補助装備の開発陀

対するいるいるま研究が続けられまければまらまいと思う。

-34 




